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2010年９月16日 

各      位 

会 社 名  イオン九州株式会社 

代表者名  代表取締役社長 岡  澤  正  章 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ２６５３） 

問合せ先  

役職・氏名 取締役 経営管理本部長 

福  本  剛  史 

電話 ０９２－４４１－０６１１ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

  

最近の業績動向を踏まえ、2010年４月６日に公表しました2011年２月期第２四半期（累計）（2010年２

月21日～2010年８月20日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．2011年２月期 第２四半期（累計）業績予想の修正（2010年２月21日～ 2010年８月20日） 

                                      （単位：百万円） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） 127,600 △ 500 △ 650 △ 550 △ 29円 27銭

今回修正（Ｂ） 125,030 △ 140 △ 300 △ 450 △ 23円 95銭

増減額（Ｂ－Ａ） △ 2,570 360 350 100 

増 減 率 △ 2.0％ － － － 

(参考)前期第２四半期実績 

(2010年２月期第２四半期) 
129,808 △ 1,949 △ 1,996 △ 1,318 △ 70円 26銭

 

２．業績予想の修正理由 

当第２四半期累計期間における九州経済は、企業業績の回復の兆しが見られるものの、景気の先

行き不透明感から個人消費は伸び悩みました。 

このような状況の中、営業収益につきましては、６月以降の第２四半期においてＳＣ内専門店と

直営売場との合同販促の展開や、７月下旬からの猛暑により季節商材が順調に推移した結果、ほぼ

計画通りに推移いたしました。しかしながら、第１四半期における低温傾向による売上の伸び悩み

により、第２四半期累計期間の営業収益は、計画に比べ25億 70百万円ほど下回る見込みです。 

売上総利益では、率を前年同期間より0.1ポイントの改善で計画しておりましたが、在庫削減や

売価変更の削減に取り組んだことにより、計画に比べ約 0.4 ポイント上回り、前年同期間に比べ約

0.5ポイントの改善となる見込みです。 

経費面では、ローコスト経営の推進を重要な課題と捉え、前年同期間に比べ約 19 億円の削減を

計画し、設備投資や店舗維持費の見直しのほか、販促媒体の変更等を実施してまいりました。その

結果、当初計画よりも約７億50百万円、前年よりも約26億 50百万円の削減が見込まれます。 

 

このような状況により、営業利益につきましては、当初５億円の損失で計画しておりましたが、

前年より約１８億円の改善、計画より３億60百万円改善の１億40百万円の損失となる見込みです。 

 



 

- 2 - 

以上により、当第２四半期累計期間の業績予想を、営業収益 1,250 億 30 百万円、営業損失は     

１億 40百万円、経常損失は３億円、四半期純損失は閉店損失の引当計上等により４億50百万円に

修正いたします。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、今後も景気の先行き不透明から個人消費の伸び悩みが予

想されますので、2010年４月６日に公表しました業績予想から変更はありません。 

 

(注) 今回の修正値は、現在入手可能な情報に基づき算出した値ですので、実際の決算とは異なる可能

性があります。 

 

以   上 


